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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

申
告
件
数
・
来
署
者
の
大
幅
な
増
加
、
三
度
目
と
な
る
日
曜
開
庁
・
出
勤
、
昼
休
み
「
対
応
」
の
た

め
の
勤
務
時
間
割
り
振
り
強
行
、
立
ち
っ
放
し
の
巡
回
指
導
方
式
押
し
つ
け
、
そ
し
て
申
告
書
全
件
入

力
の
拙
速
な
移
行
で
処
理
手
順
等
が
大
幅
に
変
わ
る
17
年
分
確
定
申
告
事
務
。「
す
べ
て
の
職
員
が
主

体
的
に
取
り
組
む
挙
署
一
体
体
制
」（
職
員
全
員
が
『
担
当
』
で
あ
り
『
応
援
事
務
』
で
は
な
い
）
で

今
年
の
確
申
期
を
な
ん
と
か
乗
り
切
ろ
う
と
す
る
が
、「
予
測
不
能
」「
何
が
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
」

確
申
期
に
突
入
し
た
。

全
国
税
は
、
今
日
の
「
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
統
一
行
動
」
を
は
じ
め
と
し
て
“地
獄
の
確
申
期
”

に
歯
止
め
を
か
け
、「
一
人
の
死
亡
者
、
病
人
も
出
さ
な
い
」
事
務
運
営
を
求
め
て
い
く
。
何
か
あ
っ

た
ら
、
頼
れ
る
全
国
税
に
連
絡
し
て
ほ
し
い
。

手
探
り
の
事
務
量
計
算

計
画
策
定
も
右
往
左
往

いのちと健康を守るいのちと健康を守る

統 一 行 動

「
手
探
り
で
事
務
量
を
見

積
も
っ
た
」
「
職
員
が
一
人

で
も
欠
け
る
と
ご
破
算
に
な

る
計
画
」
と
研
修
の
場
で
心

情
を
吐
露
す
る
個
人
１
統

括
。年

金
税
制
改
正
、
消
費
税

一
人
の
病
人
・
死
亡
者
も

さ
な
い
か
危
惧
さ
れ
る
。

「
１
・
５
倍
に
増
え
た
入

力
事
務
を
１
・
３
倍
の
職
員

重
し
、
忙
し
さ
に
か
ま
け
ず
、

面
倒
く
さ
が
ら
ず
、
相
手
か

ら
の
サ
イ
ン
（
顔
色
・
声
色
）

を
受
け
と
め
よ
、
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
、
庁
・
局
幹
部

の
指
示
は
ま
っ
た
く
逆
。

「
申
告
会
場
は
『
記
載
場

所
の
提
供
』
で
あ
り
、
申
告

指
導
は
『
不
明
な
点
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
指
導
』
だ
」「
職
員

は
立
っ
た
ま
ま
、
手
の
あ
が

っ
た
納
税
者
に
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
指
導
し
ろ
。
ヒ
モ
付
き
に

な
る
な
。
受
け
持
ち
範
囲
を

作
る
な
。
す
ぐ
離
れ
ろ
。
た

え
ず
移
動
せ
よ
。」
と
職
員

に
や
り
方
を
押
し
つ
け
る
。

「
指
導
」
を
「
助
言
」
と

言
い
換
え
、
接
触
時
間
を
さ

ら
に
短
縮
さ
せ
よ
う
と
い
う

動
き
も
あ
る
。
表
向
き
に
は

「
親
切
・
丁
寧
」
、
実
際
は

「
突
き
放
せ
」
と
指
示
す
る

二
枚
舌
の
当
局
に
、
職
員
は

「
ど
う
や
れ
と
い
う
の
だ
」

と
怒
っ
て
い
る
。

職
員
の
健
康
対
策
で
は

「
交
替
制
と
休
憩
用
イ
ス
の

配
置
」
し
か
示
せ
な
い
の
だ

か
ら
、
な
お
さ
ら
だ
。

親
切
な
指
導
と
、
立
ち
っ

放
し
で
肩
越
し
・
中
腰
姿
勢

を
強
要
す
る
ハ
ー
ド
な
労
働

を
防
ぐ
た
め
に
も
、
座
っ
て

の
対
面
方
式
を
基
本
に
し
た

財
務
省
が
公
表
し
た
「
自

書
申
告
の
推
進
」
で
は
、

「
申
告
相
談
に
来
ら
れ
る
納

税
者
に
親
切
に
助
言
し
、
円

滑
に
申
告
・
納
税
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
た
」
と
な

っ
て
い
る
。

納
税
者
支
援
調
整
官
も
苦

情
事
例
を
示
し
、
職
員
に

「
確
申
期
も
相
手
の
立
場
に

立
っ
た
親
切
で
真
心
の
こ
も

っ
た
丁
寧
な
応
接
」
を
職
員

に
求
め
、
相
手
と
同
じ
目
線

で
、
相
手
の
プ
ラ
イ
ド
を
尊

「
親
切
な
助
言
、
丁
寧
な

応
対
」+

職
員
の
健
康

＝
座
っ
た
対
面
方
式

の
免
税
点
引
下
げ
で
申
告
・

相
談
件
数
は
ど
れ
く
ら
い
増

え
る
の
か
？
　
Ｋ
Ｓ
Ｋ
全
件

入
力
移
行
に
要
す
る
事
務
量

増
は
？
　
申
告
件
数
増
に
伴

う
収
受
事
務
・
開
封
作
業
量

は
ど
う
な
る
の
？
　
等
々
、

ま
さ
に
手
探
り
状
態
で
自
信

が
持
て
な
い
計
画
と
職
員
配

置
は
全
署
で
共
通
し
て
い

る
。
と
り
わ
け
申
告
書
の
全

件
入
力
事
務
量
見
積
り
は
ズ

サ
ン
そ
の
も
の
。

検
証
結
果
も
開
示
さ
れ
な

い
形
だ
け
の
試
行
で
処
理
手

順
を
一
挙
に
全
国
化
す
る
。

こ
う
し
た
拙
速
な
変
更
が
現

場
に
新
た
な
混
乱
を
も
た
ら

万
６
千
件
）
増
え
る
入
力

は
派
遣
社
員
で
処
理
す
る
。

職
員
の
事
務
量
上
乗
せ
は

わ
ず
か
54
人
日
」
と
な
っ
て

お
り
、
こ
う
し
た
ズ
サ
ン
な

計
画
が
連
日
長
時
間
の
残
業

や
深
夜
残
業
を
激
増
さ
せ
る

要
因
と
な
る
こ
と
は
必
至

で
、
早
急
な
見
直
し
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

現
場
で
不
評
の

「
割
り
振
り
」

当
番
制
で
ス
ッ
キ
リ
と

現
場
を
混
乱
さ
せ
不
評
を

か
っ
て
い
る
の
が
、
「
勤
務

時
間
割
振
り
に
よ
る
昼
休
み

の
対
応
」
。
対
応
人
員
の
一

定
の
見
直
し
は
し
た
も
の

の
、
今
年
も
「
昼
休
み
の
電

話
相
談
、
収
受
、
用
紙
配
布

に
対
応
で
き
る
よ
う
割
り
振

れ
」
と
枠
ハ
メ
し
て
い
る
。

出
し
て
は
な
ら
な
い

〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉

黒
は
石
を
捨
て
て
白
の
眼
形

を
奪
い
ま
す
。

（
７
分
で
初
、
二
段
以
上
）

05

年

暮

れ

は
、
マ
ン
シ

ョ
ン
耐
震
強

度
偽
装
問
題

で
ゆ
れ
、
雪

国
で
は
、
地

震
の
前
に
大

雪
に
耐
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か

と
考
え
て
い
る
う
ち
に
観
測

史
上
始
ま
っ
て
以
来
の
大
雪

と
な
っ
て
い
る
▼
今
年
に
入

っ
て
、
耐
震
強
度
偽
装
の
揺

れ
も
収
ま
ら
な
い
う
ち
に

「
堀
江
容
疑
者
逮
捕
」
の
ニ

ュ
ー
ス
が
日
本
中
を
駆
け
巡

っ
た
。
彼
の
言
葉
を
借
り
れ

ば
「
想
定
外
」
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
▼
「
偽
装
」
「
粉
飾
」
、

夢
の
入
っ
た
ド
ラ
エ
モ
ン
の

ポ
ケ
ッ
ト
と
違
っ
て
、
ホ
リ

エ
モ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
人

を
だ
ま
す
材
料
が
▼
耐
震
強

度
偽
装
、
ラ
イ
ブ
ド
ア
事
件

で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
今
の

政
権
与
党
が
進
め
て
き
た

「
規
制
緩
和
」
路
線
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
件
は
「
官
か
ら

民
へ
」
の
規
制
緩
和
万
能
論

を
見
直
す
こ
と
を
求
め
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と

２

倍

の

非

常

勤

職

員

を

動

員

し
て
処
理
」

（
昨
年
試
行

の

Ａ

署

）

し

て

い

る

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

今

年

移

行

す

る

あ

る

署

の

計

画

は

と

い

う

と
、
「
１
・

７

倍

（

７

「
指
導
」「
自
書
申
告
の
推
進
」

の
再
構
築
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。
体
制
を
見
直
し
、
臨

機
応
変
に
組
み
立
て
な
お
す

こ
と
を
求
め
た
い
。

「
予
測
不
能
」
確
申
期
に
突
入

13
日
は
12
時
30
分
ま
で
テ

レ
ホ
ン
担
当
、
13
時
15
分
か

ら
審
査
、
14
日
は
通
常
勤
務

で
相
談
、
15
日
は
11
時
45
分

ま
で
審
査
、
12
時
30
分
か
ら

テ
レ
ホ
ン
…
…
。

刻
々
と
変
わ
る
勤
務
時
間

と
分
担
、
こ
ん
な
状
態
で

「
昼
休
み
の
勤
務
時
間
管
理

の
徹
底
を
図
る
」
こ
と
は
至

難
の
業
で
、
超
勤
拾
い
も
れ

も
常
態
化
し
て
く
る
。
確
申

期
も
含
め
、
現
場
の
知
恵
で

定
着
し
た
「
当
番
制
」
に
戻

し
た
方
が
、
ハ
ッ
キ
リ
、
ス

ッ
キ
リ
す
る
。

日
曜
開
庁
も
し
か
り
。

「
平
日
だ
け
の
対
応
で
は

困
る
と
い
う
納
税
者
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
、
閉
庁
日
対
応

を
引
き
続
き
実
施
…
…
業
務

は
指
導
、
収
受
、
用
紙
配
布

及
び
納
付
相
談
と
す
る
」
と

三
年
連
続
し
た
試
行
を
現
場

に
押
付
け
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
「
週
休
日
振

り
替
え
を
行
う
こ
と
に
よ
り

平
日
の
業
務
に
支
障
を
き
た

す
者
は
、
原
則
割
り
振
ら
な

い
」
よ
う
に
指
示
し
て
い
る

が
、
日
曜
出
勤
・
週
休
日
振

り
替
え
体
制
そ
の
も
の
が
、

近
接
し
た
平
日
業
務
に
大
き

な
支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ

と
は
明
白
だ
。

公
表
さ
れ
た
16
年
分
の
相

談
件
数
は
１
６
６
千
件
（
前

年
１
９
９
千
件
）
だ
が
、
こ

の
う
ち
”
平
日

は
税
務
署
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
”
納

税
者
は
半
数
以
下
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
の
が
実
態
だ
。

「
平
日
だ
け
の
対
応
で
は

困
る
と
い
う
納
税
者
の
ニ
ー

ズ
」
に
応
え
る
基
本
を
、
庁

Ｈ
Ｐ
「
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の

大
々
的
な
Ｐ
Ｒ
と
機
能
拡

充
、
電
話
相
談
体
制
の
充
実

に
お
く
べ
き
だ
。

日
曜
開
庁
は
庁
の
明
ら
か

な
ミ
ス
リ
ー
ド
の
愚
策
で
、

「
試
行
的
に
実
施
」
と
し
て

い
る
日
曜
開
庁
は
今
年
限
り

と
し
て
も
ら
い
た
い
。
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１
月
17
日
、
人
事
院
は
拘

束
時
間
延
長
の
「
枠
組
み
」

を
組
合
に
提
示
し
て
き
た
。

職
場
の
怒
り
を
そ
ら
そ
う

人
事
院
、
拘
束
延
長
の
「
枠
組
み
」
示
す

初
日
、
八
代
税
研
中
央
推

進
委
員
長
は
開
会
挨
拶
で
、

給
与
所
得
控
除
見
直
し
・
定

率
減
税
廃
止
で
庶
民
大
増
税

を
政
府
が
ね
ら
っ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
、
集
会
の
成
功

を
訴
え
た
。

続
い
て
、
山
口
全
国
税
調

査
部
長
は
「
変
貌
す
る
税
務

行
政
」
と
題
し
、
国
税
庁
が

税
務
行
政
を
調
査
・
徴
収
へ

特
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
「
業

務
・
シ
ス
テ
ム
見
直
し
方

針
」
に
つ
い
て
特
別
報
告
を 集会は３日間、参加者の熱気につつまれた

第
45
回
税
研
全
国
集
会
は
『
本
格
化
す
る
庶
民
大

増
税
を
斬
る
』
＝
国
民
本
位
の
税
財
政
・
税
務
行
政

を
め
ざ
し
て
＝
を
テ
ー
マ
に
、
１
月
13
日
か
ら
３
日

間
、
滋
賀
県
大
津
市
で
開
か
れ
、
全
国
か
ら
２
４
０

名
が
参
加
し
て
熱
心
な
研
究
と
討
論
が
行
わ
れ
た
。

集
会
は
、
平
和
や
将
来
不

安
が
あ
る
な
か
で
「
政
府
・

与
党
が
推
進
す
る
07
年
度
を

メ
ド
に
し
た
消
費
税
を
含
む

抜
本
的
税
制
改
革
」
に
つ
い

て
、
生
活
者
の
視
点
で
税
研

運
動
を
進
め
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
集
会
に
お
け
る
貴
重

な
講
演
や
各
種
報
告
、
討
論

は
「
06
税
金
」
と
し
て
刊
行

さ
れ
る
。
ぜ
ひ
購
読
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。

来
賓
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

国
公
労
連
・
浅
野
龍
一
中
央

執
行
委
員
、
日
本
共
産
党

大
門
実
紀
史
参
議
院
議
員

メ
ッ
セ
ー
ジ

全
税
関
、

全
労
連
、
不
公
平
な
税
制
を

た
だ
す
会

動
向
」
及
び
私
的
形
式
と
租

税
法
律
主
義
等
に
つ
い
て
講

演
し
た
。
外
国
資
本
の
流
入

に
よ
る
日
本
人
経
営
者
へ
の

圧
力
で
、
租
税
訴
訟
の
頻
発

化
を
「
い
す
ゞ
自
動
車
」
を

例
に
あ
げ
て
紹
介
し
た
導
入

部
か
ら
、
外
国
税
額
控
除
制

度
を
利
用
し
た
租
税
回
避
を

濫
用
だ
と
し
た
最
高
裁
の
直

近
判
決
を
分
析
し
、
税
務
の

実
践
者
た
ち
が
法
的
武
装
を

し
な
い
と
、
世
界
的
に
移
動

で
き
る
資
金
は
課
税
さ
れ

ず
、
移
動
で
き
な
い
弱
者
の

み
が
税
負
担
を
負
う
こ
と
に

な
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
参

加
者
は
「
学
習
の
大
事
さ
」

を
再
認
識
し
た
。

国
会
議
員
と
懇
談

岡
田
知
弘
・
京
都
大
学
大
学
院
教
授

三
木
義
一
・
立
命
館
大
学
教
授

要請に応える佐々木憲昭議員

全
国
税
は
１
月
17
日
、
税

務
職
員
が
抱
え
る
問
題
に
つ

い
て
日
本
共
産
党
の
佐
々
木

憲
昭
衆
議
院
議
員
と
懇
談
し

国
政
レ
ベ
ル
で
も
取
り
上
げ

て
解
決
し
て
ほ
し
い
と
要
請

し
た
。

要
請
し
た
項
目
は
、
①
業

務
シ
ス
テ
ム
見
直
し
と
調

査
・
徴
収
強
化
、
内
部
事
務

一
元
化
に
よ
る
労
働
強
化
の

解
消
、
②
処
遇
停
滞
や
配
転

制
度
の
改
善
、
③
拘
束
時
間

延
長
の
阻
止
な
ど
、
税
務
行

政
に
も
影
響
す
る
切
実
な
課

題
。佐

々
木
議
員
は
、
通
常
国

会
は
税
制
問
題
が
重
要
課
題

で
税
務
行
政
も
絡
む
、
と

「
金
食
い
虫
」
の
国
税
の
業

務
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
見
直
し

に
関
心
を
寄
せ
、
要
請
さ
れ

た
問
題
解
決
と
あ
わ
せ
て
政

府
や
国
税
庁
を
追
及
し
た
い

と
述
べ
た
。

と
、
昼
の
休
憩
１
時
間
を
子

育
て
や
介
護
な
ど
事
情
に
応

じ
て
柔
軟
に
す
る
と
い
う

が
、
時
短
は
せ
ず
、
拘
束
時

間
大
幅
延
長
の
４
月
１
日
実

施
に
拘
泥
し
て
お
り
、
到
底

受
入
れ
が
た
い
内
容
に
な
っ

て
い
る
。

目
か
ら
ウ
ロ
コ
が
…

行
っ
た
。

■
大
事
な
視
点
に
共
感

岡
田
知
弘
・
京
都
大
学
大

学
院
経
済
学
部
研
究
科
教
授

は
「
地
域
か
ら
の
日
本
経
済

再
建
の
展
望
」
と
題
し
、
地

域
社
会
の
荒
廃
の
実
態
、
地

域
内
再
投
資
力
と
自
治
体
の

取
組
み
、
新
た
な
視
点
で
の

日
本
経
済
再
生
へ
の
戦
略
等

に
つ
い
て
講
演
。
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
よ
る
国
民
不
在
の
経

済
運
営
に
対
し
て
、
大
雪
被

害
に
見
舞
わ
れ
た
長
野
県
・

栄
村
の
実
績
も
紹
介
し
な
が

ら
人
が
生
活
す
る
地
域
か
ら

日
本
経
済
を
再
生
す
る
展
望

を
示
し
、
参
加
者
か
ら
「
目

か
ら
ウ
ロ
コ
が
落
ち
た
。
地

域
で
実
践
し
て
み
た
い
」
と

強
い
共
感
が
寄
せ
ら
れ
た
。

■
分
科
会
で
活
発
討
論

２
日
目
は
三
つ
の
分
科
会

が
行
わ
れ
た
。
税
制
一
般
分

科
会
は
、
給
与
所
得
控
除
は

課
税
最
低
限
を
構
成
す
る
も

の
で
な
い
こ
と
、
現
在
の
課

税
最
低
限
は
生
活
保
護
基
準

よ
り
低
い
こ
と
や
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ミ
ニ
マ
ム
の
重
要
性
、
消

費
税
の
逆
進
的
負
担
な
ど
に

つ
い
て
論
議
し
た
。

暮
ら
し
と
税
金
分
科
会

は
、
生
活
実
態
に
つ
い
て
詳

し
く
分
析
し
、
介
護
保
険
料

な
ど
の
負
担
引
上
げ
、
消
費

税
免
税
点
引
下
げ
に
伴
う
申

告
・
転
嫁
問
題
、
所
得
課
税

に
お
け
る
課
税
最
低
限
の
理

論
整
理
と
政
策
提
言
の
重
要

性
な
ど
に
つ
い
て
討
論
し

た
。税

務
行
政
分
科
会
は
、
内

部
事
務
の
一
元
化
や
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
に
よ
り
人
員
を

調
査
・
徴
収
事
務
へ
重
点
的

に
投
入
す
る
「
最
適
化
計
画
」

の
狙
い
や
消
費
税
へ
シ
フ
ト

し
た
税
制
で
消
費
税
滞
納
増

加
時
代
が
く
る
こ
と
な
ど
を

分
析
し
た
。

■
法
的
武
装
を
、
と
警
鐘

３
日
目
は
、
三
木
義
一
・

立
命
館
大
学
法
学
部
教
授
が

「
今
、
税
務
訴
訟
で
何
が
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
・

本
格
化
す
る
訴
訟
社
会
と
税

務
行
政
」
と
題
し
、
租
税
に

関
す
る
訴
訟
の
実
態
、
住

所
・
国
籍
条
項
な
ど
に
関
す

る
「
平
成
18
年
税
制
改
正
の

「
俺
の
気
持
ち
に

ぴ
っ
た
り
」

【
北
海
道
・
道
中
支
部
】

26
日
付
け
支
部
機
関
紙

コ
ラ
ム
欄
に
載
っ
た
統
括

官
の
「
や
っ
て
ら
れ
な
い

か
ら
辞
め
さ
せ
て
も
ら
い

た
い
」
を
読
ん
だ
一
統
括

が
、
組
合
員
を
呼
び
止
め

コ
ラ
ム
を
指
差
し
、
「
こ

の
と
お
り
だ
。
俺
の
気
持

ち
に
ぴ
っ
た
り
。
昔
と
違

い
今
の
統
括
に
魅
力
が
な

い
。
す
べ
て
を
任
さ
れ
る

仕
事
な
ど
な
い
。
常
に
副

署
長
な
ど
か
ら
細
か
い
指

示
が
あ
る
。
こ
れ
が
多
過

ぎ
て
困
る
。
こ
れ
で
は
誰

も
統
括
を
希
望
し
な
く
な

る
」
と
の
声
が
。

こ
れ
で
“
健
康
”
管
理
？

【
投
稿
・
Ａ
調
査
官
】

病
気
で
通
院
し
て
い
る

調
査
官
に
対
し
て
、
統
括

官
は
「
口
頭
じ
ゃ
わ
か
ら

ん
か
ら
、
ど
ん
な
治
療
を

し
て
い
る
の
か
、
今
後
の

治
療
方
針
は
ど
う
で
、
い

つ
ま
で
に
全
快
す
る
の

か
、
報
告
書
を
出
せ
」
と

命
じ
た
。
調
査
官
は
言
わ

れ
る
ま
ま
、
通
院
す
る
た

び
に
統
括
、
健
康
管
理
責

任
者
の
総
務
課
長
、
担
当

副
署
長
に
報
告
書
を
提
出

し
て
い
た
。
し
か
し
統
括

官
は
、
こ
の
調
査
官
と
一

緒
に
何
度
も
病
院
に
同
行

し
、
し
か
も
そ
の
度
に
、

主
治
医
と
２
人
で
長
時
間

話
し
合
っ
て
い
る
。
そ
れ

で
「
口
頭
じ
ゃ
わ
か
ら
ん

云
々
」
と
は
ど
う
い
う
こ

と
だ
？
本
当
に
病
状
を
心

配
し
て
る
の
だ
ろ
う
か
。

・
バ
カ
殿
（
局
長
）
が

考
え
抜
い
た
休
暇

取
り
上
げ

・
な
く
し
て
よ
し
　

お
役
御
免
の
人
事
院

（
Ｋ
Ｍ
）

・
我
こ
そ
は
　
付
箋
貼
り

の
大
天
才
（
嫌
わ
れ
幹
部

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
）

・
来
署
者
数
　

姉
歯
ま
ち
が
い
想
定
内

（
姫
路
分
会
）

・
小
泉
を
よ
く
よ
く

観
る
と
ヒ
ッ
ト
ラ
ー

（
仮
名
し
ず
か
）

上
司
を
選
べ
な
い
の
？

【
近
畿
・
東
大
阪
支
部
】

私
の
不
幸
は
今
期
の
異

動
か
ら
始
ま
っ
た
。
い
ま

私
は
と
ん
で
も
な
い
上
司

に
仕
え
て
し
ま
っ
た
よ
う

な
気
が
す
る
。
仕
事
の
仕

方
、
さ
せ
方
は
勿
論
、
企

画
、
立
案
は
元
よ
り
部
下

の
管
理
も
で
き
な
い
。
外

国
で
あ
れ
ば
転
職
も
可
能

だ
ろ
う
が
…
。
我
慢
と
胃

薬
を
愛
用
す
る
日
本
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
は
や
っ
ぱ
り

不
幸
で
あ
る
。

・
遠
方
の
出
張
つ
ら
い

直
帰
な
し
（
郡
部
署
）

・
お
の
ず
か
ら
無
用
を

語
る
人
事
院
（
神
戸
分
会
）

・
憲
法
を
守
っ
て

平
和
な
社
会
築
こ
う
よ

（
尼
崎
分
会
）

〈
解
答
〉
黒
１
、
３
と
三
子

に
し
て
捨
て
る
の
が
好
手

段
。
白
４
に
黒
５
か
ら
７
で

白
死
で
す
。
黒
１
で
イ
は
白

１
黒
７
白
６
黒
３
白
５
で
セ

キ
。
黒
１
で
３
も
白
１
以
下

セ
キ
に
な
り
、
失
敗
で
す
。

仕
事
・
処
遇
の
改
善
を
要
請

刺
激
い
っ
ぱ
い
の
講
演
に
共
感
！

＝
税
研
全
国
集
会
に
２
４
０
名
参
加
＝

新
春
職
場
川
柳

【
各
地
連
機
関
紙
よ
り
】

・
脱
線
事
故
に
耐
震
偽
装

結
局
は
命
を
削
る

「
民
営
化
」

（
ネ
オ
コ
ン
万
歳
）

・
公
務
員
時
間
延
長
に

虫
の
息

・
処
遇
下
げ
賃
金
下
げ
て

値
打
ち
下
げ

・
申
是
よ
り
書
類

な
く
す
な
俺
の
た
め

（
姫
路
分
会
）


